










（ 続紙 １ ）                             






























































（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
政治学においては従来から、首相の交代や内閣の寿命は、議院内閣制の安定
性、執政のリーダーシップの指標として注目され、比較実証研究の課題であっ
た。しかしながらそうした先行研究のほとんどは、連立政権における複数政党間
の交渉過程に注目して首相の交代を分析してきた。これに対して本論文は、単独
政権における首相の交代、すなわち政権党内の党首交代に起因する内閣の終了に
着目し、そのメカニズムをモデル化しつつ、日本や各国のデータの分析によって
これを実証しようとしたものである。 
本論文の第一の意義は、先行研究の丁寧な批判的検討を通じて、政権党内にお
ける党首の選択や解任に注目することなしには議院内閣制の理解は不十分なもの
になるという、政治学における議院内閣制研究の盲点を指摘したことにある。本
論文は、政権党内の党首解任を研究対象とし、従来は政党システム論ともっぱら
結びつけられてきた議院内閣制研究を政党組織論と接合する必要性を主張するこ
とで、内閣の存続と終了、首相のリーダーシップに関する理解をより豊かなもの
としたといえる。 
第二に党首交代に関する本論文の個々の仮説は、因果メカニズムを重視する意
図から、ゲーム理論等を用いた数理モデルを構築した上で導出されている。その
結果、他の条件が一定であれば、集権的な政党組織において首相交代が起こりや
すく、また議員のみによる党首選出制度を持つ場合に首相交代が起こりやすいと
いうように、直観では導きづらい仮説を導出し、それを検証することが可能にな
った。政党内部組織の意思決定を数理モデル化した研究は日本のみならず欧米で
も少なく、本論文は政党組織論の先端的研究としても高く評価できる。 
第三に数理モデルによって導かれた仮説は、いずれも日本や諸外国のデータを
用いた計量分析によって検証されている。各章の分析は、それぞれ生存分析やマ
ルチレベルモデルといった高度な統計手法を用いて内閣の存続や内閣改造などの
原因を明らかにした高い水準の実証研究として評価できる。 
他方で本論文には、ミクロのメカニズムに拘るがゆえに、個々の分析が議院内
閣制という執政制度全体の理解にどう結びつくのかという全体像との接合が十分
でないことや数理モデルと実証分析における仮説の整合性の弱さなど、いくつか
の課題が残されている。しかしこれらはむしろ今後の研究課題というべきであ
り、上記の本論文の意義、学術的貢献を損なうものではない。 
以上の理由により、本論文は博士（法学）の学位を授与するに相応しいもので
あり、かつ、学界の発展に資するところが大きく、特に優れた研究であると認め
られる。 
  
 また、平成30年1月25日に調査委員3名が論文内容とそれに関連した試問を行っ
た結果合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当該論文の全文に代えて、その内容を要約したものとすることを
認める。 
 
 
